
地域が元気になる脱温暖化社会を！

「まちまるごとネットワーク」と「ネットワーク型人材」で
再エネ・省エネ社会を実現

群馬大学・理工学研究院 宝田恭之

群馬大学・北関東産官学研究会ＰＪ「地域力による脱温暖化と未来の街―桐生構築」 
研究開発期間：平成21年10月～25年9月、実施地域：群馬県桐生市 

地域一体となった組織で脱温暖化社会構築の実証試験を実施



地域の資源で地域が潤うための仕組みづくり
＝地域の主体形成、合意形成、地域のことがわかるネットワーク型人材の育成

本プロジェクトにおけるネットワーク型人材の育成の試み

行政・地域企業・地域住民・大学・地域教育機関・地域メディア等との実質的連携

● まちの中に大学があり大学の中にまちがある協議会設立（平成11年10月）
（行政・地域企業・地域住民・大学）

● 工学クラブの設立（大学・地域教育機関・地域企業）（平成19年3月）
虫の声実験、ペットボトル湯たんぽ実験など

● ＳＳＨ（大学・地域高等学校）
低速電動バスの地域共同設計（ワークショップ実施）

● 子供地元単探検隊 ← 地元学（大学・地域住民・地域小学校・地域メディア）
地域調査、絵カードの作成、地域情報の発信

● 未来創生塾（行政・大学・地域企業・地域住民・地域小学校）



世代間を繋ぐCO2削減活動の枠組み 

群馬・栃木県内7教育委員会（小中高校93校ほか） 
会員数35,562人 

⇒ 現在16万人以上

大学・地域企業・卒業生が一体となった組織に

工学クラブのネットワークを活用した，CO2削減活動を担う子供たちの育成 

環境意識が高く，まちを愛する子供たちが
住み着くことによる， CO2削減活動の継続 



「工学クラブ」を通した次世代を担う子供たちへの環境教育

双方向のやり
取り

湯たんぽ実験
NHKで放送 

地域メディ
アとの連携



子供地元探険隊

JR桐生駅で子供地元探険隊
カードに賑わう

→地域情報の発信

桐生市長により子供地元
探険隊員の認定

→地域への愛郷心を育む

地域に誇り

子供達による取材
→地域の良さの発見

リーフレットの製作



未来創生塾

まちの魅力を30秒で紹介する「わがまちCMコンテスト2012」に出品。 

「清流の里桐生~感性を育む~」で優秀賞を受賞 
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